
                

 

 

 

ＣＡＰ
キ ャ ッ プ

（Child Assault Prevention）  

ＣＡＰは、子どもがあらゆる暴力（虐待・いじめ・誘拐・痴漢など）から 

自分の大切な心とからだを守るために何ができるかを教える教育プログラムです 

  

寄寄寄稿稿稿              子どもの生きる力を引き出すために  

 昨年、仕事の関係で「CAPあきた」の活動を知る機会がありました。 

 ＣＡＰが話す「安心・自信・自由」。この三つの権利は、子どもが自ら意識することなく、しかし、本来的

に、子どもが子どもらしく生きていく上で非常に重要なことだと思います。 

 かつて子どもたちは、遊びの中で自らルールを作り、社会性をはぐくみながら子どもから大人へとゆっくり

と階段を上っていきました。大人はそれを温かく見守る存在であり、子どもの「安心・自信・自由」を奪うこ

とはありませんでした。たまに子どもを叱るのは、社会的にルールを逸脱したときなどではなかったでしょうか。 

 しかし、物が豊かになり、情報化が過度に進んだ今日、一足飛びに子どもが大人の世界に入り込むこともあ

り、またその反対に子どもの世界に大人が入り込むということが起こるようになりました。私には、それが子

どもの関係する様々な事件につながっているような気がしてならないのです。 

ＣＡＰの活動が広まり、大人と子どもが適切な距離を保ち、子どもの生きる力を引き出すことによって、子

どもがきちんと育ち、大人も子どもにきちんと向き合える家庭や社会になるのではないでしょうか。 

 

Ｈ17 年度ワークショップ活動報告 

9 月 13 日  秋田市未来づくり女性セミナー       

  14 日  城南園 保護者・教職員 

  15 日  土崎公民館キャッチボールゼミ 

11 月 8 日  桜小学校 ＰＴＡ研修 

 9.10.17 日  城南園・年長組 

  19 日  北秋田Ｐ連母親委員会研修 

  20 日  四ツ小屋小学校 保護者  

  30 日  四ツ小屋小学校 4 学年 2 クラス 

  〃     〃       教職員 

1 月 30.31.2/1 日 聖使幼稚園 年長組  

2 月  1 日  大住小学校ＰＴＡ研修 

3 日  聖使幼稚園保護者 

  14 日  四ツ小屋小学校 1 学年 2 クラス 

   〃      〃    保護者 

  18 日  北秋田市米内沢小学校ＰＴＡ研修 

  28 日  勝平保育園 教職員 

3 月 28 日  土崎地区子供会保護者研修 
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秋田市財政部財政課長 

     榎  昌 範 

Ｈ18年 6月 11日秋田県男女共同参画課主催 

「秋田県ハーモニーフェスタ 2006」へ参加 

しました（ＣＡＰあきたのパネル展示） 
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怒りの仮面・・・・森田ゆり著「新・子どもの虐待」から 

怒りには 2つのタイプがあります。1つは不正や不当な扱い 

を許せないと思うストレートな一次的な感情としての怒り。も 

う１つは、二次的感情としての怒りで、これが虐待に至ってし 

まう怒りです。怒りは「感情の仮面」であることを、私は多く 

の人の相談を受けるなかで経験してきました。子どもを殴った 

り、蹴飛ばしたりしている恐ろしい形相は実は仮面なのです。 

怒りの仮面をかぶっているので、仮面をちょっとずらしてその 

裏側をのぞいてみてください。すると、そこには、寂しさ、不 

安、恐れ、自分への自信のなさ、絶望、見捨てられ不安などの 

さまざまな感情が詰まっています。 

実はこれらの感情こそが、自他への攻撃行動を引き起こしている元凶です。虐待、体罰を繰り返す人は 

「あの子が私を怒らせる」とよく言います。しかし本当は、子どもの言動が、大人の怒りを刺激したので 

はなく、仮面の裏側のさまざまな感情を刺激したのです。その感情はその人の傷つき体験がもたらしたも 

のなので、通常は抑圧されていますが、わずかの刺激に反応し膨れあがります。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ：子どもワークショップにはどれくらいの時間が必要ですか？ 

Ａ：年齢に合わせたプログラムが用意されています。 

  保育園・幼稚園児・・・[30 分＋トークタイム]を 3 日間       

  小学 1～2 年生・・・・[45 分（トークタイム含む）]を 2 日間       

小学 3～中学 1 年生・・[90 分（トークタイム含む）]       ※トークタイムとは一人ずつ練習 

  中学 2 年生以上・・・・[100 分]を 2 日間             と復習をする時間です。 

Ｑ：ワークショップの料金はいくらですか？ 

Ａ：ＣＡＰあきたの料金は 1 回ワークショップあたり、20,000 円となっております（全国的には 30,000～40,000

円）。しかし、予算のない場合にはご相談に応じます。 

Ｑ：「ワークショップ」ってどういうものですか？ 

Ａ：「参加型学習」という意味です。参加者からいろいろな考えをだしてもらって進めていくタイプの学習会です。 
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ＣＡＰあきたでは 

会員を募集しています 

子どものことを考えて

いる人は誰でも大歓迎

です 

☆お問い合わせ 

ＴＥＬ090-4630-9775 

ＦＡＸ018-833-7167 

代表 おおひさ まで 

メンバーによるＣＡＰの好きなところ紹介 
 こんにちは。ＣＡＰ歴 8 年の伊藤恵子です。私の『ＣＡＰの好きなところ』を紹介
させていただきます。 
 第一に、理論としてのＣＡＰですが、人権（自分を大切に思う気持ち）教育は、あ
らゆる暴力から自分を守ろうという意識の基礎になっているというところです。そし
てその人権意識からは自分だけでなく相手を思いやる気持ちも生まれてきます。 
 第二に、プログラムとしてのＣＡＰですが、なんといっても「ワークショップ」が
一番です。参加型なので、一人一人が主体的に考えることができます。中でも、「大人
ワーク」は子ども時代を過ぎ去ってしまった大人にとって、幼い頃に抱いた様々な思
い・今も引きずっている思いを消化させてくれる（最近流行りの）癒しの空間でもあ
ります。 
 基本的に「大人ワーク」は、「ＣＡＰ」や「子どもワーク」の内容を理解していただ
くものですが、『暴力』とはなにか？なぜ子どもに被害が及ぶのか？を考えながら、自
分の子ども時代を振り返り、子どもになりきって模擬「子どもワーク」を受けてもら
います。そしてエンパワメントでは、自分がもともと持っている力の重要性に気づか
されるなど・・いつの間にか理論だけにとどまらず、自分のこととして自然にしみ込
んでくるのです。最後は自分が癒された証として「子どもワーク」に繋げたいという
気持ちがわいてきます。 
 第三に、グループとしてのＣＡＰですが、少なくともそういう気持ちを味わい、よ
り多くの大人と子どもにＣＡＰを知って欲しいと思うメンバーが、相手に伝わる心の
こもったワークショップを提供しようと一生懸命努力しています。 
 これが私の『好きなところ』です。どうぞ、ＣＡＰあきたのワークショップに参加
してみてください。 


